






要約　過去 10 年間の千葉県におけるクレチン症マス・スクリーニングの成績をまとめ・

他の施設と直接精査率(即精検率)と精検率について比較検討した。また直接精査の精検初

診日と千葉県におけるスクリーニングの結果伝達システムについての検討も行った。千葉

県は全国で一番直接精査の基準が低い。そのため直接精査率は他施設に比べ高いが、精検

率には差を認めなかった。しかし直接精査となった症例の精検初診日を検討すると、この

最も低い直接精査の基準を十分生かし切れていないことが判明した。精検初診日齢も年々

早くなってきており、成長発達に関してもスクリーニング開始以前に比べて格段に改善さ

れてきているが、まだ細部にわたって改善の余地があることが判明した。


